
V まとめ

今回の調査区は遺跡範囲の東端にあたる。遺跡の南

には新屋敷東遺跡がある。新屋敷東遺跡は、国道17号

線深谷バイパスの建設に伴って調査され、縄文時代

後・晩期の遺構をはじめ、古墳時代を中心 とする集落

跡てあることが明らかとなっている。今回の調査区は

河川跡を挟んて新屋敷東遺跡と隣接しており、関連す

る時期の遺構の存在が予想された。結果は調査範囲が

極めて限定されていたこともあって縄文時代の住居跡

2軒の他は溝跡、土墟等て‘、あった。

縄文時代の遺構は後期の住居跡 2軒、土墟5基と判

断された。これは新屋敷東遺跡て‘‘検出された 8軒の住

居跡と同様の時期て｀あり、集落力浮舟屋敷東遺跡より北

側にも展開していたこと力苅窟認された。

古墳剛もの住居跡は検出されなかったが、これは調

査面積が狭かったためと思われる。本文中に資料化て‘‘

きなかった遺物の中には、模倣坪の小破片等も含まれ

ている。遺跡の南側には旧流路を挟んて新屋敷東遺跡、

本郷前遺跡、上敷免遺跡当該期の集落が存在すること

から、周辺にこの時期の遺構が存在することは十分に

予想される。

近世については、 4区第 1号土塘及び 2区から陶磁

器、石製品がやや纏まって出土している。周辺ては深

谷市居立遺跡て‘この時期の遺跡が調査されている。居

立遺跡ては溝跡及び土墟等から 17世紀後半を中心と

する陶磁器類がまとまって出土している。溝跡は直角

に曲がるものて‘‘付近にある旧永楽寺との関係が指摘さ

れている（岩瀬： 1995)。

深谷市、特に明戸周辺の妻沼低地て今後検出される

ことが予想されるものに、近世の瓦焼成遺構がある。

次に今回の調査検出された瓦焼成遺構について若干の

検討を行っておきたい。

埼玉県の近世以降の瓦については 「埼玉のかわら」

（埼玉県立民俗文化センター ：1986)に詳しい。以下

これに基づいてみていくこととする。

深谷市周辺をはじめとする埼玉県内の瓦は主に江戸
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を中心に近在に供給されていた。県内て‘‘創業の最も古

いのは足立郡上戸田村（戸田市）の日坂兵四郎家て‘正

徳 2年 (1712)創業とされる。この他にも荒木村（行

田市）、馬込村（岩槻市）等に創業年が享保元年とされ

る例がある。深谷市ては明戸の韮塚安雄氏所蔵の鬼瓦

に「享保二十年八月吉H 荒井村瓦屋善左衛門」の銘

があり、明戸ての瓦造りがこの頃まて遡れる可能性が

あるが、江戸て‘‘一般に瓦葺が普及するのは吉宗の時代

以降て‘ヽ 、享保5年 (1720)にそれまて雰苫止されていた

町屋の瓦葺を許し、火災に対してこれを奨励した後と

いわれる。一般には埼玉県の瓦業は江戸近郊産業とし

て文化文政以降盛んになったとされる。

これらの瓦はどのような窯て‘焼成されていたのてあ

ろうか。深谷周辺て‘‘は江戸時代の瓦窯の調査事例はな

いと思われるが、ダルマガマと呼ばれる窯或いはそれ

に近い構造の窯て‘、あったと思われる。ここては昭和ま

て使われていたダルマガマの構造を見ることによって

検討する手掛かりと したい。

ダルマガマの構造については前述 「埼玉のかわら」

にも詳しく載っている。また、これとは別に深谷市新

井に残る窯について実見したのて‘合わせて見ていきた

い（註 1)。第39図は 「埼玉のかわら」を参考にしなが

ら、実見したものを加味して作図したものて‘‘ある。細

かい部分については不明な点もあるため、作図にあた

っては推定を含め模式化してある。

ダルマガマの構造は 3室に分かれる。中央に瓦を入

れて焼く焼成室があり、その両側に燃料を燃やす燃焼

室がある。焼成室は平面方形を呈し天井部はアーチ状

てある。側面に製品を出し入れするための「トグチ」

と呼ぶ入り口がある。燃焼部は、窯の下部を断面W字

形に掘り窪める半地下式てある。中央の山形になる部

分の斜面に 「ハシラ」或いは 「タニ」と呼ばれる分炎

柱が作られ、炎は両側から焼成室に入るようになって

いる。これは製品の質を均ー化するために、両側から

炎を入れることによって、焼成室内の火の廻りを均一



第39図 ダルマガマ模式図
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にしようとしたものと考えられる。ダルマガマは構造

的には平窯の発展形態と捉えられる。

窯の規模については、正式に測鼠していないため「埼

玉のかわら」を参考にすれば、全長18尺て＼幅は 6尺

てある。焼成室は 6尺四方て‘ヽ 、高さも 6尺てある。燃

焼室は長さが6尺て‘‘焚き口に向かって細くなる。高さ

は地下部分が3.5尺、地上部分が2.5尺て‘計 6尺とな

る。焚き口の大きさは記述がないが、実見したものて‘‘

は高さ35cm、底辺44cmのアーチ状て‘‘ある。ただし、大

きさや構築方法は窯を造る職人によって微妙に違った

ようて‘‘ある（註2)。現在の窯は「ホンタニガマ」と呼

ばれ分炎柱が5本て‘ヽ、 一回に1000枚ほどの瓦を焼くの

が標準のようてある。以前は規模が小さく 「ヨタニガ

マ」と呼ばれたものは分炎柱が3本て‘‘一回の焼成単位

は500~600枚て‘あった。 「カタクチガマ」は「タキグチ」

が 1か所て焼成単位は400枚とされる。現在の形は大

正から昭和にかけててきたとされる。

今回の調査ては残念ながら遺構を平面的に捉えるこ

とはてきなかった。断面て‘‘は火床部と思われる赤化し

た層の上に、間層を挟んて‘ヽ、崩落した天井部と考えら

れる黄褐色の硬化した層が観察される。火床面と考え

られる面の両側には側溝状の掘り込みが見られるが、

それより下には下部構造にあたると考えられる痕跡は

見られない。溝の両側は緩やかな傾斜て‘立ち上がって

いる。長さは約3.9mあり、溝に挟まれた赤化部分を焼

成部と考え、溝の外側を燃焼部と考えるならダルマガ

マと同じ 3室構造と理解てきる。この焼成部は1.4m

と推定され、全体の長さのほぱ1/3にあたる。この比率

は現在のダルマガマと同じてある。ただし、中央部の

赤化した部分を焼成部とし、その両側を燃焼部と仮定

するには、両側に熱を受けた痕跡が少なすぎ、問題が

あるように思われる。この断面がどの部分にかかった

ものか不明てあるが、長軸方向にかかったものならば

窯構造のおよその全体像を表していると考えられるが、

短軸方向ならば全体像の把握は困難て‘‘ある。仮に長軸

方向のものと考えるなら半地下式の燃焼部が無かった

ものと考えられ、現在のダルマガマとは構造を異にす
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ると思われる。短軸方向なら半地下式の部分がかから

ない可能性があり、またそれが焚き口に近いはうなら

分炎柱も検出されないことになる。ただし、短軸方向

と考えるには規模が大きすぎるように思われ、いずれ

にしても 1面だけの断面観察て‘‘全体像を推定するには

限界がある。今後の資料の増加を待ちたい。

次に遺物について検討する。

検出されたのは窯壁と考えられる破片て‘‘ある。いず

れの破片もスサ痕及び瓦が抜けた痕跡が明瞭て‘‘、最近

まて使われていたダルマガマの窯体の構築法と同じて‘

ある（註 3)。

検出された窯体は拳大から人頭大ほどの粘土塊て‘‘‘

窯内面にあたる 1乃至2面が平坦てある。平坦面を2面

持つものの特徴は、その平坦面が内角て‘‘はなく外角面

にあたるこどである。窯内部て‘‘角にあたる部分は四隅

が考えられるが、この部分は内角を呈する。外角を示

すのは製品を出し入れする 「トグチ」の柱にあたる部

分て‘ある。他に外角を呈するのは分炎柱の両端とダル

マガマの分炎柱の上部に見られるマドの部分て‘あろう。

分炎柱及びマドの部分は、現存するものは耐火煉瓦が

使われているが、それ以前は窯壁と同じく桟瓦を半分

に割ったものを用いて粘土を充填していた。後2者につ

いては遺構の内容が不明なため可能性はあるがここて‘‘

は前者と考えておきたい。第36図13• 14については焼

成部壁面と天井部の接点あたりと考えておきたいが、

細かい点て矛盾する部分もあり保留しておきたい。

註 1 実見したのは深谷市新井所在の橋本利平氏所有

のダルマガマてある。現状は焼成部の天井が崩落

しているが他の部分は良好に残っている。築窯は

昭和26年4月て、、翌年から焼成を始め、昭和58年

まて稼動した。

註2 橋本氏の窯は、焼成室内部は一辺2m5cmてあっ

た。

註 3 ダルマガマの窯体の構築法に関しても 「埼玉の

瓦」に詳しいが、橋本氏の窯についても半裁した

瓦を、粘上を充填しながら積み重ねていくという

方法て構築されている。
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土城出土器物（第14図3) 土壊出土器物（第14図4)

包含層出土土器（第19図2)

包含層出土土器（第19図 1)

包含層出土土器（第19図3) 包含層出土土器（第19図4)

包含層出土土器（第19図6) 包含層出土土器（第19図7)
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包含層出上土器（第19図8)

包含層出土土器（第19図 5)

• 
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包含層出上土器（第19図9)

包含層出土土器（第19図10)

第 1号住居跡出土土器 1

（第 7図）



第 1号住居跡出土土器 2

（第 7図）

第 2号住居跡出土土器 1

（第 8図）

第 2号住居跡出土土器 2

（第 8図）
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第 2号住居跡出土土器 3（第 9図）
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包含層出土上器3 （第16図）
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包含層出土土器4 （第17図）
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包含層出土土器 5 （第17図）

包含層出土土器6 （第18図）
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包含層出土土器 7 （第20図）

包含層出土土器8 （第20図）
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包含層出土土器 9 （第21図）
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．． 包含層出土土器10（第21図）
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包含層出土土器11（第22図）

包含層出土土器12（第22図）
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包含層出土土器13（第23図）

• 
包含層出土土器14（第23図）

包含層出土土器15（第24図）
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包含層出土土器16（第24図）

． 

包含層出土土製品 1 （第26図）

包含層出土士製品 2 （第26図）
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第 2号住居跡出土石器 1

第 2号住居跡出土石器 2

包含層出土石器 1

（第12図）

（第12図）

（第27図）
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土壊出土遺物 1 （第34図）
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グリッド出土遺物 1

（第37図）
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グリッド出土遺物 3

（第38図）
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コ ド
ふりがな ふりがな

北 緯 東 経 調査期間
調査面積

調査原因
所収遺跡 所 在 地

市町村 遺跡番号
(m') 

上じょう敷しきめ免ん北きた遺いせ跡き 埼さいた玉ま県けんふ深か谷や市し 11218 119 36'12'30" 139 ° 18'33" 19980201 1,100 道路建設

あ明け戸ど776番ばん地ち 2 他ほか に伴う 事
19980331 前調査

所収遺跡 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

上敷免北遺跡 集落跡 縄文時代 住居跡 2軒 縄文土器
古墳時代 井戸跡 1基 石器
中近世 溝跡18条 土師器

土堀15碁 陶磁器
土製品
石製品
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